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次のような改造を行なった。グレーソシープを13餌筏のク

リソプ綱に，コンケープを巾15都かこ，いずれも大豆の通

過を妨げない程度に改造し，回転数も750回転に任下さ

せて実施した。その結果は第9表の通り，破砕粒割合が

3．1％に減少する。機械作業のり」で，スレッシャ一によ

るものが最も多く，全抗失量の70％もあるが，この損失

量を軽減するには，ラスプパーの型式のものよりも，級

刃型式のもので，さらに扱刃の回転間隔の広いものに変

第10表　作業機別作業時間10α当り（収量236・9如）

作　業　機

施肥播種機
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サイドレーキ

ト　レー　ラ　ー
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計

作　業　時　間
（分　秒）

27・50・4　j
27．59．1
17．19．6；

1．32．38．0
1．38．15．0

1．24．02．1

よりさらに損失量を軽減することは困難ではないと考え

られる。又播種作業の予備実験では，作業精度その他に

好結果を得ているが，問題となるのは，立毛中の除草で

える必要があるものと思われる。文政胴の回転数を低下

させると，多少，破砕粒は減少するが，500回転以下で

は，ストローラックの搬送機能が低下して，ストローラ

ックの上に稗及び賽の滞沼が甚しくなり作業が不可能に

なる。

4．作業体系上の問題

収穫作業の段階においては第10表の通り，槻械作業に

ょる全損失量4．4％であり，脱穀作業では機械の開発に
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ある。特に密植栽培の体系では，機械による除草作業は

困難であるが，除草剤の開発と共に，除草作業の体系化

の検討も速急に進める必要があるものと考える。

てん菜の加里欠乏について

黒沢　順平・高橋健太郎・自畑　憲介

（岩手　県農試）

1ま　え　が　き

てん菜は加里求肥度が高く，その欠乏症状が県内にみ

られるが，てん菜に対する加里用量試験をとおして土壌

中の加里含量および加旦施用量と加里欠症状について明

らかにするとともに．薬中窒素濃度と加里法度との関係

についてもその大要を認め得たので報告する。

2　試　験　方　法

1試験の場所　岩手農試本場土壌

2　供試粂ft

（1）区の別　K20【0・5・10・20・40・60およ
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びK20－20的十堆肥2000毎の7処理2区制

10（Z当施肥量　各区NlO毎，P20530毎，瑚抄

1．5ん，炭カル200的としK20，堆肥は区名の

とおり。

ほ）試験区の面潰：1区　50〝F

（3I　供用品種＝てん菜　導入2弓・

（41株立本数‥10α当り　8，333株

（5）播種　4月28臥　収穫11月6日

3　試　験　結　果

1　加里欠症状

無加里区は生育初潮から萎縮．伸長が停滞し7月に入

ってK2020毎以下の旛用量は菓綾より異化褐黄し8月

末までつづいた。加里施用量の増加にともない症状が軽

減され40的以上では全く発現しなかった。また，N施用
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第1図　K・N施肥竜と加里症状（昭29富農試）

量が10α当り4軸以下では症状が発現しないがN施脚諒

を増すほど加里欠症状が強くあらわれる。

2　加里施用量と生育

加里施用屋の増加とともに地上部，地下郭が仲良，と

くに地下部の肥大が増した。

3　加里施用量と板部肥大の速度

加里不足の状態では棍部の肥大速度およびその開始期

がおくれる。

4　加里施用量と体内N・K

第2表10　α　当 量り
人

．
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第2図　K施肥量と板の肥大速度
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第3国　加里施用量と幸身中（乾物）のNおよび

K20
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加里施用量が少い場合は菓身中のN磯度が収穫期近く

まで高い値を示す。加里は施用量の増加するほど地上部

への吸収が高まる。

5．加里追肥によるてん菜体内への吸収

6月23臥無加里区にK2010軸・30的追肥したが10

日後には体内への吸収が認められ症状も著しく軽減され

た。

第3表　追肥による加里の吸収（乾物中％）

6　跡地土壌中のK20

加里施肥晶を増すとともに，跡地土壌中の置換性加里

が増加していた。

第4表　跡地土壌中置換性加里

4　考　　　　　察

1．置換性K20が7m9／100g程度の土壌では，標

準施肥した場合でもてん菜の菜身に加里欠乏症状があら

われやすい。

2．加里欠乏症状は，はじめ葉縁部から黄化し，つづ

いて褐変してゆく。無加里区では初期生育が著しく抑制

され，のちに症状があらわれる。症状のあらわれるのは

土壌乾燥時と伸長最盛期であり，7月はじめから8月末

までみとめられた。

3．加里欠乏症状は菓身中のK濃度が低くなる程強く

あらわれる。菓身中（乾物）のK20が，2％以下の無加

里区および加里5軸区は症状が甚だしく，K205％以

上あった加里40毎施用区は症状が全く発現しなかった。

加里供給量の少い場合には体内のK濃度が低くなるが

N濃度はむしろ高くなることが認められた。

加里欠乏症状は体内K濃度の低下に比してN濃度の高

くなること，あるいはそのうちNH3－Nの多くなるこ

とがいわゆる菓焼けの現象としてあらわれるものと考え

られる。

4　加里欠乏状態では同化器管である地上部の伸長確

保がなされないので，板部の肥大も著しく劣るが，これ

は葉身中のN濃度とも関連があるように考えられる。す

なわち．加里供給不足の状態では菓身中のN濃度が収穫

期近くまで低下をみないが，N濃度の低下する時期が遅

いほと触郡肥大の劣ることが認められた。

5　む　　す　　び

置換性加里の少い土壌，とくにK2010喝／100g程

度のは場ではてん菜のような加里求肥度の高い作物を栽

培する場合には加里の施肥にとくに留意しなければなら

ない。また，加里欠乏症状が認められた場合には早期に

加里の睦間追肥をおこなって早く回復をはかるようにし

たい。

秋田県におけるてん菜の栽培法に関する研究

第5報　栽培条件と菓腐病の発生について

太田　昭夫・鎌田金英治・山本　寅雄
（秋田県展試）

1ま　え　が　き

秋田県におけるてん菜栽培で最も問題となっているの

は菓腐病をいかに回避して，多収を得るかという点であ

り，そのために移植栽培による早期肥大促進又は燐酸に

よる土壌改良と生育促進等何れも菓腐病発生以前に70～

80％の収量を確保する方法を研究してきた。第5報では

栽培条件と葉腐病とはいかなる関係を持っているのか，

その発生相を検討したものである。すでに各地で実施さ

れてきた栽培条件の中で菓腐病の発生と関係の深い極端


